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Abnormalities 　in　 the 　Den 定itien　 of　 the　Raco−

ondo9
，　」丶lycte 厂 eutes 　ノ）’

・
ocynoildes ．　　MlNORu

AsAHI　 AND 　 MIHoKo 　MoRI （Laboratory　 of

BiolQgy ，Hyego 　College 　of 　 Medici 冂 e，　 Nishi−

norniya 　663）

ABSTRACT 　 Deficiencies　 and 　surplus 　erup
−

tions 　in　the 　teeth 　of 　raccOon
−dogs　 were

examined 　using 　340　specimens 　 coMected

mainlV 　 frem 　 three 　 localities　in　 we 　g．　tern

Japan．　　 Abnorr ［ialities 　in　the　dentitiQn
occurred 　in　2b

’
％　of 　LO8 　perfect　skulls ．　 On

the 　 upPer 　 jaw，9examples 　 of 　 pm ・l　 defici−

encies 　on 　both　sides 　occ しヨrred ，　8　0r ユ　Ieft

side 　 al ・ ne 　 and 　 40n 　 right 　 side 　 alone 　 a1τlong

3工7specimens 　 There　 were 　 no 　 significant

differenc∈s 　betwe巳n 　the 　sexes ，　but　di］lere−

nces 　did　exiSt 　 arnQng 　localities．　There 　 were

i．1，i−2，1−3，　 pm
−2　 and ・n −2　deficiencles，　and

卜surplus 　eruptions 　il） some 　specimens ．　 On

the　 IQwer 　 law，　 In −3　 de £ CienCie50 ¢ Curred

rnore 　Frequelltly，　 Incidences　of 　deficje冂 cies

Oll 　both　 si己es ，】eft 　and 　right 　Eide 　alone

were 　19，　 16　and 　ユ5　respecti 、
『
cly 　an ユ ong 　314

specimen 震．　 No 　 signifiamt 　 diffeτ ence 、vas

Found　between　sexes 　 and 　 arnong 　Iocalities．

Qther　de丘ciencies 　were 　obser 丶
’
ed 　Dn 　i，pln −1，

pm
−2，　 pm

−3　 and 　 PIn
・・1．　 One 　 s．　urplus 　 crup −

tion 　occurred 　bet“ ℃ en 　c 　and 　pln
−1，　　In　one

spedmen ，　 pm −4 ⊂］uplicatio 冂 5　in　 the 　 buce 。
−

lingual　direction　“vere 　observed 　on 　both
sides ．（Zoo ’．．lfag．8」

，
16J −64 ，　 」98 の

　 タ ヌ キ AI＞
’ctereutes か 0 くWO 左〜邵 　の 歯式は ，　 i

31s，　 c　 lti，　 pm 　
4．
．
‘，　 m ？i2 と され て い る が， 変異 も

多い と い わ れ て い る （黒 出 ， 1953； 今 泉， 196の。

6ユ

変異 の 例 と し て は 左 上 顎 c と pm
−i の 問 の 過 剰 （立

花，1971） や 左 下顎 pm 一
ユ の 欠 失 （宮 田 ・塚 本，

1977），左 下顎 m −3 の 欠 失 （宮尾 ・西 沢，1977）な

ど が報 告 され て い る が，こ れ らの 歯数異常 の 頻度 を

相当数に わ た っ て 調 べ た報告は 未 だない 。

　筆者は こ こ 数年 の 間 に ， 340 頭 の タ ヌ キ 頭骨を検

査 す る機 会 を え た の で ， 認 め られ た歯数異常 に つ い

て ま と め て み た e

　　　　　　　 材 料 と 方 法

　調査 し た タ ヌ キ 頭骨 は ，朝 日お よ び 広島 大 学 高橋

春成 氏 に よ る発堀収集品 の ほ か ，藤本富夫氏 の 御好

意に よ る もの が 多 い 。そ の 他市 山 金男氏，大 見 実

氏 ， 西 原悦 男氏 ， 京都市立 動物園，大阪市立天 王 寺

動物園 か ら も提供頂い た もの も加 え て ， 雄 101 頭 ，

雌 132頭 ， 性別 不 明綱 体 107 頭 の 合計 340 頭 で ， 産

地 や 捕護年月 は 表 1 の 通 りで あ る 。
こ の うち 左右上

下顎 と も完 全 に 収集 で きた の は 308頭 で あ る。性別

が 不 明 の もの は ，若干 の 記 録 もれ の ほ か ， ほ と ん ど

は 土 中に 埋 め ら れ て 腐敗 し た た め で あ り ， 頭骨 に つ

い て も部分的 に し か 収集 で きな か っ た もの で あ る。

　表 1の 産 地 の う ち ，そ の 他に 含 ま れ て い る の は ，

山 形産 3 頭，群馬産 2 頭，埼玉 産，長野産，静 岡産

各 1頭 ， 京都市立動物園 お よ び大阪市立天 王 寺動物

園 で 出牛 した 各 1頭 と産地 不 明 2 頭 で あ る 。

　欠失あ る い は 過剰 の 認定 は ， 除 肉 し た 頭骨 に っ い

て ，顎骨 の 歯槽 の 有無 に よ っ て 行 な っ た。し た が っ

て 生前に 脱 落し て い た 場合で も， 歯槽が完 全 に 癒台

し て い な い 限 り，欠失 と は 認 あ て い ない 。し か し，

X 線 検 査 に よ っ て い な い k め ，顎骨 に 埋 没 して 萠 出

して い な い 歯 に つ い て は 見落 さ れ て い る か もし れな

い
。

た だ ，平 行 して 実施 し て い る 犬歯セ メ ン ト質年

輪 に よ る査定 で 0 才と †irwiされ る個体 で も，乳歯 の

ま まの もの は ま だ 発見 され て い な い し，欠失 し て い

る個体 が と くに 若年涸体 とは 考 え られ な い の で ，
こ

う した 見 落 しの 可 能性は ほ と ん ど な い で あろ う、

　　　　　　　 結 果 と 考 察

　標準 と す る 歯式を　i313，　 c 　
lr’

t，　 pm 　
4i4 ，　 m 隔 と

す る と，欠 失や 過剰が 認 め られ た の は 380 頭 中 8D

頭 （260 ％ ） に の ぼ る匸

　 1　 欠 失

　 （1〕 上 顎 pm −1

　左右 の 上 顎 が 揃 っ て い る 317 標本に つ い て み る

と，pm −1 が 左 右と も存在す る もの 296 （93，4％），

左 が な く右の み が 8 （25 ％ ），右が な く 左 の み 4
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Fig．1．　Photographs 　 of 　 3Qme 　 abnQrmalities ．　Specl コmen 　No ．5059，
　 de 丘ciencies 　 of 　 upPer 　 pHH

　　 on 　both 　 sides ．　 No ．5004，　 deficicncies　 of 　 upper 　 right 　 i−3，1eft　 c　 and 　 pm −20n 　 both　 sldes 。

　　No ．5007，　 deficiencies　 of 　 lewer 　 right 　pm 一ユ and 　 m
−3，　 No ．5044　 surp ］us 　 socket 　 between　 c

　　and 　pm −l　 of 　lower　left　law．　 No ．5054，　 duplications　 of 　 lower　 pm
−4　 Qn ．both　 sides ，　 This

　　specin ］．en 　is　dieficient　of 　right 　m
−3e

（1．3露）， 左 右 と も欠け て い る も の 9 （2，8％ ） で あ

っ た 。こ の う ち，性別が記録さ れ て い な い 85個体を

除 い で ， 雌雄別 に 比較す る と表 2 の よ うに な る 。

　正常の もの と何 らか の 欠失 の あ る も の に 2分 し

て ， 雌雄差 に つ い て X2 検定を行な う と 0．90く P く

O．75 で ，有意 の 差 は な い 。

　産 地別 に 比 較す る と，表 3 の よ うに な り，淡路島

産 の 個体に は 何 らか の 欠失を 示 す もの が 有 意 に 多

い （P く0．01，
D ．F ．＝2）ロ

　淡路島産 の み に つ い て 雌雄別 の 差 を 比較す る と ，

雌 28頭，錐34頭 の そ れぞれ 5 個体 に 欠失が見 られ て

お 駄 こ の 場合 の 性差も有意で な い 。

　（2）　　τ
マ

1

頴　m
−3

　同様 に 下顎 が 左 右揃 っ て い る 314標本 に つ い て ，

皿
一3 の 存否 を 調 べ て み る と ， 左右 と も存在 す る も

の は 264 個体 （84．ユ％） に す ぎず， 左 が 欠失 し 右め

み 工6頭 （5、ユ％ ），右が欠失 し左 の み ユ5頭 （4，8％），

左右と もに 欠失す る もの 工9頭 〔6．工％） に な っ た 。

」

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

タ ヌ キ の 歯数異常 63

　こ れ を 性別 が 記録され て い る 232 頭 に っ い て み る

と，表 4 の よ うに な る。完全な もの と欠失個体 とに

2 分 し ， 雌雄差 に っ い て 堆 検定 を 行 な う と，O，20＜

P ＜0，ユ0と な り，有意差 は 認 め られ な い c

　産地別 に 比較 し て も， 同 様 の 検定 で P ≒ 0，3 とな

っ て ， 地域差 は 存在 し ない 〔表 5 ）。

　なお ， 上 顎下
’
顎 が 揃 っ て い る 308 個体の うち ，上

顎 に も下顎 に も欠失 が 認め られ た 個体は 5 頭 で あ

ウ， 上 顎左右 pm
一
ユ と下顎左右 m −3 の 4 本 と も欠

失 し て い た もの は ， 大島産性 別 不 明の 1頭 と下 毛 郡

産 の 雌，雄 に 各 1頭 で あ っ た 。

　（3） そ の 他 の 欠失

　上顎に お い て 他 の 幽 の 欠失 が 認 め られ た の は ， 次

の 6 個体 で あ る。左 i−1 欠 失 ； 大 島 産 雌 雄 各 1 頭，

右 i・2 欠失 ；大島産雌 1頭 ， 右 1−3 欠失 ，下毛産雌

1 頭 ， 左 pm
−2 欠失 ；大島産雌 1 頭 ， 左右 m −2 欠

失 ；大島産件別不明 1 頭．こ れ らは す べ て pm
・1は

左右 と も存在 して い た。 な お こ の ほ か に ，右 i・3，

左 c，左右 pm −2 の 4 本 が 欠 失 して い る個体 （ド毛

産 雄，No ．50  4，写 真参 照）があ っ た 。　 こ の 個体

は ，肉眼的 に は 骨 に 異常 は 認 め られなか っ た が，下

顎 pm
・2 も左右 と もな く，あ る い は 若年時 に 何 らか

の 事故 で 歯を失 っ た も の か も し れ な い c こ れ に つ い

て は 後に も う
一

度ふ れ る。

　下顎 で の ，他の 歯 の 欠失は 次 の よ うな もの が 見 ら

れ た。 i ユ個欠失 三大島産雌 1頭 ，
　 pm4 ， 左右欠失

；下毛産雄 （rn
・3 も左右欠失） 1頭 ， 大島産雄 1頭

（上 顎左 pm
−1 も欠失） お よ び 淡路産雌 1頭 （上 顎

pm
−1 も左右欠失）， 左 pm

一
ユ の み 欠失 ；下毛産雌 1

頭 （m
−3 も左右欠失），淡路産雌 3 頭 （うち 1頭 は

下顎左 m ・3，他 の 1 頭 は 上顎左 pm ・ユ も欠 失），右

pm
一
ユ の み 欠失 ； 大島産性別 不 明 2頭 （うち 1 頭 は

上 顎左 pm
−1，下 顎左 m

−3 も欠失）， 左右 pm −2 欠

失 ；大島産雄 1 （前記 の 個体）， 左 pm
−3 欠失 ，大島

産性別不 明 1 頭，左 pm
−4 欠 失 ； 天王 寺動物園飼 育

雌 1 頭 D

　下 顎 骨そ の もの に 異常 が 認 め られ た 個体 は ，次 の

通 りで あ る。大島産 鮭 （先 端 が 骨折 し左 は pm
−1，

右 は pm
−2 ま で の 部分 が な くな っ て い る。傷は 完全

に 癒合 して い る），同雌 （変形歯 に は 異常 な し ），同

性別 不 明 （先端骨折，両側と も pm
−3 部 まで 折損，

傷 は完全に 癒合 して い る ），淡路産雄 （左変形 ， pm

部 が カ リ コ ・一ス 状 に 破 損 し，歯根が露出す る ）．

　 こ れ らの 醐体は ，か つ て 野犬 との ， あ る い は ，同

種 間 で の 争 い で 負傷 しk か ，ま た は わ な を こ じあけ

て 下 顎 を 傷っ けた もの で あ ろ う。こ れ だ け の 傷 を受

け て な お 生き残 る の は ，か な り困難 と考 え ら れ る

が，傷 は完全 に 治癒 して い た 。

　 皿，過剰

　
一

方，歯数 の 多 い 個 体 も大島産 に 4 頭 認 め ら れ

た。そ の うち 2 頭 は 上顎右 iの 過剰 で ， 雌 ， 錐各 1

頭 で あ るc こ の 2 頭 と 電上 顎 の 他 の 歯は 標準数 で あ

っ た。他の 1頭 は 下顎 の c と pm
−1 の 間 に 歯槽 が 認

め られ た 雄 で あ る．歯 そ の もの は 除肉作業中に 失な

わ れ た が ，前記 した 立 花 （IY71） の 報告 と同様 の 例

で あ ろ う。こ の 個体 の 他 の 歯に は 異常 は な い （標 本

No ．．50・1・i，写真参照 ），．他 の ユ個 体（雌）は 下 顎 Pm
−4

が 左右 と も過剰で あ っ た．左で は 1つ の 歯槽 に 頬舌

方向に 2 歯が 認 め られ ， 右 で は 下顎骨頬 側面 に も う

1本 の 歯が 萠出 して い た （標本 No ，5054〕。

Table ユ，　 Inspected　 specimens ．

　 　 　 　 Localities

Ooshima ，　YamagUthi
　 　 〃 　　　　　　　　 〃

Shimoge ，　 Ooita
Awajishima，1．lyogo
Others

　 　 　 Tota1

Date　captured Male Female ？ tetal

　 　 Qct ．
　 　 Oct ．

Jan−Feb，
JarFeb ，

：976
「
77
’
78
’
79

　 0452134

　 11e1

　 083

ユ828

　 3132

6 
35

　 4

　 

　 8107

60
ユ63436212340

Table 　 2．　 De 麁cienoies 　 of 　 uppef 　 p三n ・1，　 compared 　 betweell　 sexes ．

NoHnal
1〕eficient

both　sides left　side r…ght 　side

MaleFemale 00292
　

1
3FD 24 30
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Table　3．　 Deficiencles　 of 　 upper 　pm
一
ユ，　 compared 　 among 　localities．

Nermal
both　side

Ooshima
Shimoge
Awajishima

1924052 22

ρ
D

De丘clent

left　sides right 　side

503 ー

ユ

2

Table 　4　 Deficieiicies　 of 　 lower 皿
．3，　 compared 　 between 　 sexes ．

Normal
both　 side

De丘cient

left　sides right 　Side

Ma ：eFemale ユ
一
つ

81　

1

6
尸
’

尸
イ

5

尸
r4

Tabl　5，　 Deficlencles　 Qf 　bwer 　m ・3，　 compared 　among 　IQcallties．

Deficient
Normal

｝〕 oth 　 sides left　side

Ooshima
Shimoge
Awaltghima

16ユ

3656

34

ユ

ユ ユ

23

1

right 　 side2

ー

ワ臼

ユ
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